
『中等数学科教育法序論』 初版 1刷　正誤表
（2023年 8月 25日現在）

頁 行 誤 正
ix 4章目次 引用・参考文献，及び注 引用・参考文献

5章目次 引用・参考文献，及び注 引用・参考文献
xi 9章目次 9.2.2　三角関数と極限について 9.2.3　三角関数と極限について

9.2.3　不定積分について 9.2.4　不定積分について
3 下から 12 「9. 評価と学力調査」とした。 「9. 教育評価と学力調査」とした。

下から 6 「10. 生涯学習としての数学」とし
た。

「10. 生涯学習としての数学教育」
とした。

4 図 1.1 9 教育証価と学力調査 9 教育評価と学力調査
図 1.2 9 教育証価と学力調査 9 教育評価と学力調査

10 12 中学校学習指導要領解説 (2017) 中学校学習指導要領解説 (2018)

12 下から 7 数量的観察力及び知識を与えこれを
批判し…

数量的観察力及び知識を与へこれを
批判し…

15 6 (S, パパート，1991) (S. パパート，1991)

19 下から 2 『お母さんにもわかる水道方式の算
数」

『お母さんにもわかる水道方式の算
数』

21 柱 2.1 数学教育史 I（明治初期–敗戦） 2.1 明治以前数学教育史
23 16 尋常小学（下等小学4年6–9歳，…） 尋常小学校（下等小学 4年 6–9歳，

…）
29 下から 3 尋常中学校の名称を中学校に改称。

（高等学校令…）し，…
尋常中学校の名称を中学校に改称
（高等学校令…）し，…

38 7 その第 1条には… その第一条には…
39–49 2.3節の柱 2.3 学習指導要領下での数学教育内

容
2.3 数学教育史 II（学習指導要領の
変遷）

39 柱 2.2 数学教育史 I（明治初期–敗戦） 2.3 数学教育史 II（学習指導要領の
変遷）

42 3 人工衛星スプートニク 1号 人工衛星スプートニック 1号
9 スプートニク 1号打ち上げ成功は， スプートニック1号打ち上げ成功は，

下部の表 高等学校｜5科目 高等学校｜6科目
49 研究課題 1. ※ 昭和 33年中学 3年生の欄上部の，年間時数の部分

105(35) 105(3)

53 14 （中央教育審議会 2021） （中央教育審議会，2021）
56 5 「観点別学習状況の評価」を総

括的し「評定」が行われる。
「観点別学習状況の評価」を総括し
「評定」が行われる。

下から 8 評価について「児童生徒の学習改善
につながるものに…」

評価について「 1○児童生徒の学習改
善につながるものに…」

下から 2 (4)「主体的に学習に取り組む態度」
の評価

(3)「主体的に学習に取り組む態度」
の評価



頁 行 誤 正
57 柱 3.2 数学教育における学習調査 3.1数学に関わる資質・能力をどう

評価するか
59 柱 ※ 58ページにあるべき章柱が，59ページに移動してしまっている。
77 13 4 点 A,O,M,N を結んでできる

AOMNが相似である…
4点 A,O,M,Nを結んでできる四
角形AOMNが相似である…

80 下から 8 1)作成した問題やPDFにしたファ
イルを表示など，…

1)作成した問題やPDFにしたファ
イルを表示するなど，…

83 柱 4.3 数学動画コンテンツ制作とオ
ンラインによる学習支援

4.2 ICTの具体的な利用方法

88 最下行 個別の学習支援を必要とする子ど
もたち状況について…

個別の学習支援を必要とする子ど
もたちの状況について…

92 下から 10 …1986年から 1996年（計 6回）で
開催された。

…1986 年から 1996 年（計 6 回）
に開催された。

94 4 数学と他教科の知識を駆使して解
決することが，…

数学と他教科の知識を駆使して解
決することは，…

95 下から 7 より一層質の高い問題解決が行う
ことが…

より一層質の高い問題解決を行う
ことが…

98 9 （文部科学省 2019） （文部科学省，2019）
100 下から 9 課題認識から解説策の考案し， 課題認識から解決策を考案し，
102 1 試行錯誤が容易ではないではな

いからである。
試行錯誤が容易ではないからであ
る。

105 下から 5 三角形の四心の位置関係（オイ
ラーの定理）

三角形の四心の位置関係（オイ
ラー線）

106 11 荷物を積載する際に必要なる「船
の大型化」に着目した。

荷物を積載する際に必要となる
「船の大型化」に着目した。

112–142 6章の柱 第 6章 集合・論理 第 6章 集合・論理の教育
114 下から 7 公立R中学校の中学 2年生 33名，

中学 3年生 53名とする。
公立R中学校の 2年生 33名，3年
生 53名とする。

120 12 間接証明法（脊理法）があること。 間接証明法（背理法）があること。
123 柱 6.2 論理と集合の背景となる数学 6.1 論理に対する認識と課題
127 ∨の真理表 α ∧ β α∨β
133 柱 6.3 教育内容 6.2 論理と集合の背景となる数学

8○ (X ∩ Y ) = X ∩ Y (X∪Y ) = X ∩ Y

135 9 「ru」（ルー）に変換するという作
業が必要になる。

「ru」（ルー）に変換するという作
業になる。

136 7 公立 F中学校 1年生 5名，（中略）
公立 S中学校 1年生 8名を対象者
とする。

公立F中学校の 1年生 5名，（中略）
公立 S中学校の 1年生 8名を対象
者とする。

139 最下行 このことよりChilwd’s Logicを， このことよりChild’s Logicを，
148 下から 12 アルゴリズムに沿った計算方法を

習得することできるが，
アルゴリズムに沿った計算方法を
習得することができるが，

150 下から 2 正負数の四則演算， 正負の数の四則演算，
152 12 R：有理数と無理数を合せたもの R：有理数と無理数を合わせたもの



頁 行 誤 正
153 下から 2 空でない部分集合M は当然 (II),

(III)の条件を満たす。
空でない部分集合M も当然 (II),

(III)の条件を満たす。
154 9 「nを自然数のとき，n ̸= n′」 「nが自然数のとき，n ̸= n′」
155 12 どちらかも余りがなければ どちらにも余りがなければ
161 下から 7 (1) 正の数・負の指導 (1) 正の数・負の数の指導
164 2 4の平方根のうち負の方は 2 4の平方根のうち負の方は−2

165 下から 3 次の 4つの点の良さを感じられる
ように

次の 2つの点の良さを感じられる
ように

166 5 3○形式的処理による思考や操作が
でき，…

2○形式的処理による思考や操作が
でき，…

168 5 sin2 x + cos2 = 1といった等式の
場合，

sin2 x+cos2 x = 1といった等式の
場合，

172–198 8章の柱 第 8章 幾何 第 8章 幾何の教育
172 図 8.2 下のア～エまでの中から… 下のア～オまでの中から…

下から 3 図 8.3の調査問 7 (3)は， 図 8.3の調査問題 7 (3)は，
最下行 説明することができるかを問う問

題であるが，（正答率 53.8%）
説明することができるかを問う
問題であるが，こちらも正答率
53.8%と低い傾向にある。

174 10 平行四角形の「性質」と平行線を
利用した…

平行四辺形の「性質」と平行線を
利用した…

177 柱 8.3 幾何教育の指導の具体例 8.2 背景となる幾何の内容
7 生徒が論証ということ自体の意味

が理解できていない
生徒が論証ということ自体の意
味を理解できていない

183 1 （図 8.11） （図 8.13）
204 10 Log yを x座標，… log yを x座標，…
205 柱 9.2 背景となる数学 9.1 解析学と生徒の認識
207 下から 8 「一つの変数の絶対値が…小さくな

る，というときは，
「一つの変数の絶対値が…小さくな
る」というときは，

209 5 lim
h→0

f(a+ h)− f(a)

h
= f ′(x) lim

h→0

f(a+ h)− f(a)

h
= f ′(a)

210 下から 13 9.2.2 三角関数と極限について 9.2.3 三角関数と極限について
210 図 9.2 ※欄外参照
212 3 e(z1+ z2) = e(z1)+ e(z2)が成り立

つことを…
e(z1 + z2) = e(z1)·e(z2)が成り立
つこと を…

下から 2 中間地の定理 中間値の定理
213 3 単位円上の点の集合の第 1象の部

分を考えよう。
単位円上の点の集合の第 1象限の
部分を考えよう。

214 16 小学校のから馴染んできた方法を
…

小学校から馴染んできた方法を…

下から 9 9.2.3 不定積分について 9.2.4 不定積分について
220 下から 3 関数であるあるかどうかの判断と

その理由を…
関数であるかどうかの判断とその
理由を…

221 下から 10 概念の抽象度も高くなりも計算も
複雑になる。

概念の抽象度も高くなり計算も複
雑になる。



頁 行 誤 正
222 図番号 図 9.7 重ね合わせAH = BC 図 9.6 重ね合わせAH = BC

図番号 図 9.8 表から作成したグラフ 図 9.7 表から作成したグラフ
223 図番号 図 9.9 図 9.8

　 　　 下から 4 (c) 微分・積分の計算 (b) 微分・積分の計算
224 図番号 図 9.10 2種類の書き方のグラフ 図 9.9 2種類の書き方のグラフ
225 図番号 図 9.11 正規分布と誤差関数 図 9.10 正規分布と誤差関数

8 し
ここでも分割を細かく　たり ここでも分割を細かくしたり

227 最下行 「高校生の数学力X」 『高校生の数学力X』
230 1 不確実性 (Unceratnly) 不確実性 (Uncertainty)

232 4 10.1.2 全国学力・学習調査からみ
える確率・統計教育の課題

10.1.2 全国学力・学習状況調査か
らみえる確率・統計教育の課題

234 6 …だから原田選手を選ぶ」 …だから原田選手を選ぶ。」
下から 4 この問題の正答率は47.1%である。 この問題の反応率は47.1%である。

235 柱 10.2 確率・統計の数学的背景 10.1確率・統計の生徒の認識
図 10.6 情報の適切な選択と判断（運動時

間の調査）を問う設問
情報の適切な選択と判断（運動時
間の調査）を問う問題

244 下から 7 標準偏差 (srtandard deviation) 標準偏差 (standard deviation)

246 6 質的データ (qualiative data) 質的データ (qualitative data)

8 量的データ (quantiative data) 量的データ (quantitative data)

下から 3 正規分布曲線 (normail curve) 正規分布曲線 (normal curve)

248 下から 5 「ダブルレット (doublets)」 「ダブレット (doublets)」
249 図 10.16 特別ルール「タブレット」 特別ルール「ダブレット」
260 右段全体 ※目次のページ表記を全て右端寄せとする
261 左段 12 ※「日常的な論理」は「二面角」の上へ移動

欄外項目
図 9.2

図 1: 修正前 図 2: 修正後

上記，お詫びのうえ訂正致します。

以上


